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園・学校全体でどのような工夫ができるのか令和4年～
令和5年 2　見通しを確認しよう

▼先生方がしっかりと思いを伝え合うことで見通しが立ちます。そしてこの計画を打合せ等の共通の
ツールとすることで、いつでも確かめ合うことができます。

▼1園対1校の交流に限らず、地域の園や学校との計画としても活用できるかもしれません。
　まずはもとになるものをつくって、実情に応じてカスタマイズしていくと良いのではないでしょうか。

アドバイザーより

体制指導

1　目指す子どもの姿を共有しよう 体制指導活動

　新年度は人事異動や園内・校内人事により担任や連携担当者等が代わることがあります。前年度末に計画
していた内容を年度当初に新たな担当者で確認しました。

　取組を始めるにあたり、自園・自校の子どもたちのよさと育てたいところを改めて共有しました。互いの
研究主題や研究の重点を窓口に子どもの姿を話すことで、使っている言葉は違うけれど、ねらいは共通して
いると分かりました。
　また育ちや教育のつながりが見え、取組の振り返りは常にここに立ち返ることを確認しました。

　社会情勢は様々な対応を求められることが続いていましたが、目的や目指す方向を確認の上、
実現可能な形や互恵性のある教育活動や取組、人が代わっても変わらない体制づくりについて
3つの視点をもって推進することとしました。

やって
みよう!
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こんな子どもに育ってほしいね

言葉は違うけれど育てたい姿はつながっているね

幼児期の終わりまでに
育ってほしい姿

健康な
心と体 自立心 協同性 思考力の
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関わり・
生命尊重

豊かな感性
と表現

言葉による
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数量や図形、
標識や文字
などへの関心・

感覚

道徳性・
規範意識の
芽生え

社会生活
との関わり

幼児が遊びこみ、「もっと!」
を引き出す保育の展開

自ら働きかけ
学ぶ喜びを見付ける子ども

主体的に教材や友達に関わる
主体性をもってやり遂げる

研究の重点 研究主題

友達と粘り強く
遊びを進める幼児

（5歳児）
やりたいを実現し、友達と楽しめる幼児

（4歳児）
心を動かし、繰り返し楽しむ幼児

（3歳児）
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円滑な接続に
つながる

活動 幼児・児童の連携交流活動の在り方

指導 発達や学びの連続性を踏まえた指導の在り方

体制 カリキュラム・マネジメントのための園・学校の体制の在り方

R4の取組

考えられる効果

幼小の教職員が幼児・児童の発達の段階を理解し、それに応じた経験
や学びを共に考え、工夫・改善することで、自身、自園、自校の実践
力を高めることができる。

幼小の教職員及び園・校の実践力の向上により、幼児・児童の学びの
質が高まる。

何度でも試行錯誤

積み重ね

思いを分かって
もらえるまで
伝える

失敗を
恐れずに

遊びへの
強い思い

葛藤や挫折を
味わっても

視点1

視点2

視点3

失敗や間違いを恐れずに
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